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4..希ガスの･Auger過程におけるPCI効果

石 井 弘 之

【序コ

自動電離過程やAuge-r過程などにおいて､入射粒子のエネルギーがしきい値に近い
尊台､自助電離電子やAuger電子と散乱粒子や内殻電離電子との問でエネルギー東換

が行われる｡このことは,PCI効果と呼ばれ､ 自助電能電子やAug'er電子のエネルギ
ースペクトルにおいて､そのラインのエネルギーシフ トやブロー ドニングとして観測され

る.このPCI効果は､ 1966年にBarkerと Berry【1]によって､イオン･庶子衝突で
の自動電牡過程において最初に報告された｡以後､いろいろな系について実故研究され､

一方､ Read【2]や 71iehaus【3】などによって､PCI効果が理絵的にも研究されてきた｡
光子衝突によるAuger過程におけるPCI効果での理論と実験の比較は､Borstら【4
]などによって行われ､よい結束を得ているが､電子衝突によるAuger過程の場合は､
エネルギー交換が行われる電子が3つであることや､ 2個の電一子が余剰エネルギー.毛どの

ように分けあうか､など､閉居が複雑になり理絵との比載､特に､Åugerラインの形
の比我は他には行われていない｡

我々は電子ず喪による稀ガス原子のAuger過程について､形の解析を含めたPCI
効兼を研究してきた｡研究されたAugerラインは,Ne KL23L23(lS.)IAr
L3姐23M23(tS8)､KrM5N-N23(lpl)､Ⅹe-N5023023(lSB)である｡~な
お､Ar LMM Augerは､池滝氏[5]らによって行われた実験データを用いた｡
【美点装置と実故方法】

この夷故では交差ビーム法によってAuger過程を起こし､Auger電子のエネル
ギー分析は静竜型のアナライザーが用いられた｡用いられた実験装置を図1に示す｡ ま
た､Åuger電子のエネルギー較正を行うため､Ar､Kr､ⅩeはHeの自動電能ラ
インが用いられ､NeはArのAugerラインが用いられ､さらに､ArはArの自動
電離ラインでもエネルギー較正が行われた｡このため額的ガスにHeなどのガスを混合ーし
て美点が行われた｡また､Krの場合は､H占の自動電散ラインとAugerラインとが
重なるため､Krガスだけでの実験も行われた｡ArとNeの場合はAugerラインと
基準のラインがエネルギー的に散れているのでステップスキャン法が用いられた｡また,

衝央嶺域の坐脚電位により､~入射電子のエネルギーが電痕によって与えられたエネルギー

と異なるので,入射エネルギーの低いところやは､ステップスキャン法によりAuger
ライン､または､Heの自動竜能ラインと弾性散乱電子を同時に観潮し､入射電子のエネ

ルギー較正を行った｡また､この空脚電位が測定中に変化すると､分解能に大きく影響す

るため､この重岡電位を決めているガス圧や電子電流などの集魚姦件を､一定に保つこと

が要求される.

【実験括兵とプロファイル押数]

この研究では Hiehaus･モデルを電子衝突によるAuger過程に拡鎖した式と､それを

補正することによって得られた撞敦式とを比載した｡式は庶子単位系で,次のようになる｡

Niehausモデル C=1

蛙験式

C√甘Tt'+8

C=イTE言/(√町 -√甘十)
C=00
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ここで､E8はPCI効果がないときのA.uger
電子のエネルギー､Elは余剰エネルギー,rはA-
ugerラインの自然相である｡掻数式はAug占
r崩項が起こってから､Åuger電子ザ散乱電子
と内殻竜発電子に追いつく時間を考慮したものと解

釈されている｡図2と図3は Kr M6NIN23 (I

Pl)Augerティンで､図2の実線は Niehaus
モデルによる計算値､図3の実線は鮭数式の計昇
結果である｡全般的に 附ehatJSモデルはPCIが
大きくですぎており､特にシフトは余剰エネルギー

の大書なところでも､かなりの大きさを持ってしま

っている.一方､我々の鮭漁式は､余剰エネルギー

の申開的な領域で､ややPCIが小さくでているも
のの,全体的にみると､実漁場をかなりよく再現し

ているといえる.

Kr以外のAugerラインについては､修士論
文発表会で報告する予産である｡また,計算式は解

析的に解けることと､鮭軟式の理論的うらずけが､

最近､小池氏【6]によって報告されている｡
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図1 実験装置
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図2 実故措克くKr)と Niehausモデル 図3 実放結果 (Ⅹr)'と経験式
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